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『
刺
絡
聞
見
録
』
の
著
作
で
知
ら
れ
る
三
輪
東
朔
に
つ
い
て
は
、

か
っ
て
既
存
資
料
を
精
査
し
報
告
し
た
（
「
全
日
本
針
灸
学
会
雑
誌
』

五
十
巻
二
号
）
。
今
後
の
研
究
は
、
新
出
資
料
の
出
現
を
待
た
な
け

れ
ば
進
捗
し
が
た
い
状
況
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
お
り
し
も
、
昨
年
、

大
塚
敬
節
旧
蔵
の
修
琴
堂
文
庫
中
よ
り
、
従
来
全
く
世
に
知
ら
れ

て
い
な
い
東
朔
の
自
著
『
薬
真
途
異
語
』
（
一
八
二
序
刊
）
が
発

見
さ
れ
た
（
同
書
の
書
誌
に
つ
い
て
は
本
年
六
月
の
日
本
東
洋
医
学
会

で
発
表
予
定
）
。
よ
っ
て
以
下
、
本
書
に
よ
り
新
た
に
知
ら
れ
た
東

朔
に
関
す
る
知
見
を
報
告
す
る
。

一
、
名
称
に
つ
い
て

東
朔
は
、
字
は
望
卿
、
号
は
浅
草
庵
、
あ
る
い
は
三
輪
弾
・
大

神
匡
明
と
称
し
た
こ
と
が
従
来
知
ら
れ
て
い
た
が
、
本
書
に
よ
っ

て
、
名
は
患
（
す
な
お
）
、
号
は
学
古
と
も
称
し
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

媚
三
輪
東
朔
に
関
す
る
新
知
見

友
部
和
弘

二
、
出
自
・
経
歴
に
つ
い
て

本
書
に
「
我
三
輪
明
神
ノ
遠
育
ニ
シ
テ
」
と
あ
り
、
先
祖
は
大

神
（
三
輪
は
別
称
）
神
社
（
奈
良
県
桜
井
市
）
の
出
身
で
あ
る
こ
と
が

確
定
さ
れ
た
。
ま
た
「
余
東
都
二
住
シ
テ
医
行
ヲ
為
ス
事
十
余
年

…
」
と
あ
り
、
束
朔
が
銚
子
よ
り
江
戸
に
移
居
し
た
時
期
が
ほ
ぼ

確
定
で
き
る
。
そ
れ
は
本
書
の
刊
行
年
か
ら
逆
算
し
て
、
お
よ
そ

一
八
○
○
年
頃
、
東
朔
が
五
三
歳
前
後
の
と
き
と
な
る
。

三
、
東
朔
の
医
方
に
つ
い
て

本
書
中
、
東
朔
が
和
方
家
と
し
て
の
立
場
を
と
る
記
述
が
数
箇

所
に
あ
る
。
そ
の
中
に
「
…
吾
国
神
代
ョ
リ
伝
ダ
ル
医
療
ノ
方
有
、

中
古
イ
ヵ
カ
シ
テ
カ
棄
し
り
…
如
何
ニ
モ
シ
テ
神
流
ヲ
再
上
興
サ

ン
ト
…
」
と
あ
り
、
和
方
の
衰
退
を
憂
い
、
そ
の
再
興
を
期
し
て

い
る
。
ま
た
「
．
：
家
流
ヲ
号
テ
今
好
古
大
和
流
卜
呼
フ
」
と
も
記

す
。
そ
の
他
「
病
二
利
有
ル
コ
ト
ハ
野
夫
ノ
言
タ
リ
共
必
信
用
ス
、

遍
歴
中
見
聰
シ
テ
奇
験
有
ル
方
法
一
二
ヲ
麦
二
述
ル
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
民
間
療
法
を
非
常
に
重
視
し
、
そ
の
研
究
の
た
め
に
各

地
を
遍
歴
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

四
、
異
人
に
つ
い
て

『
聞
見
録
』
に
よ
れ
ば
、
東
朔
は
天
橋
将
監
な
る
異
人
と
の
出
会
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い
が
き
っ
か
け
で
刺
絡
に
専
心
し
た
と
い
う
。
奇
疾
を
患
っ
た
異

人
は
束
朔
に
治
を
請
う
。
東
朔
に
は
以
前
よ
り
試
し
て
み
た
い
方

法
（
動
脈
刺
絡
）
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
異
人
は
「
死
生
ヲ
以

テ
先
生
一
一
託
セ
ン
…
我
二
於
テ
悔
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
、
そ
の
方
を

受
け
治
癒
す
る
。
東
朔
は
こ
れ
に
よ
り
刺
絡
を
極
め
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
異
人
を
刺
絡
の
師
と
し
て
敬
っ
た
と
あ
る
。

一
方
、
本
書
で
は
異
人
を
異
翁
と
も
称
し
、
東
朔
は
多
く
の
教

示
を
受
け
て
い
る
。
出
会
い
に
つ
い
て
も
「
老
異
人
風
（
ふ
）
卜
来

テ
我
ガ
相
ヲ
観
テ
曰
．
：
ヒ
ト
リ
汝
力
相
ノ
ミ
我
力
心
二
協
エ
リ
。

依
テ
今
吾
国
ノ
上
古
神
医
ノ
伝
ヲ
卜
懐
中
ョ
リ
小
巻
ヲ
出
シ
テ
、

是
コ
ソ
諸
行
ノ
的
言
ナ
リ
。
今
汝
二
授
与
セ
ン
」
と
記
す
。

以
上
『
聞
見
録
」
で
は
医
者
と
患
者
の
関
係
で
示
さ
れ
、
天
橋

将
監
と
実
名
を
あ
げ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
書
で
は
あ
く
ま
で
も

異
人
を
師
匠
的
な
存
在
で
示
し
、
仙
人
的
な
人
物
像
で
描
い
て
い

つ
（
》
○

五
、
中
神
琴
渓
に
つ
い
て

『
聞
見
録
」
で
は
、
大
田
元
貞
序
と
伊
藤
大
助
自
序
に
わ
ず
か
に

記
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
本
書
で
は
十
数
箇
所
に
お
よ
ぶ
。
そ

こ
に
は
「
中
神
生
々
堂
著
述
ノ
害
ハ
実
事
妙
意
ヲ
顕
ダ
ル
書
也
。

当
今
ノ
医
、
心
ヲ
留
テ
熟
読
ス
ベ
シ
。
彼
書
ノ
真
意
ヲ
知
レ
ハ
一

切
諸
芸
共
二
大
キ
ー
益
ア
ル
コ
ト
ナ
リ
」
と
あ
る
な
ど
、
そ
の
他

の
記
述
で
も
琴
渓
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
た
だ
「
中
神
生
々
堂

ハ
…
刺
絡
ノ
術
ニ
ハ
少
シ
ク
足
ラ
サ
ル
所
有
…
見
識
ハ
中
神
氏
ノ

皮
肉
二
分
入
り
施
術
ハ
予
ヲ
学
上
：
。
」
と
し
、
こ
と
刺
絡
の
術
に

お
い
て
は
、
東
朔
が
優
位
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

六
、
郭
右
陶
に
つ
い
て

江
戸
後
期
の
刺
絡
ブ
ー
ム
に
影
響
を
与
え
た
郭
右
陶
「
疹
脹
玉

衡
』
に
対
し
、
琴
渓
は
「
生
々
堂
医
證
」
で
「
吾
門
ハ
郭
右
陶
ノ

論
モ
方
モ
取
ネ
ド
モ
」
と
し
、
本
書
で
も
東
朔
は
「
郭
右
陶
疹
病

ヲ
刺
ノ
説
ナ
ト
ハ
論
ス
ル
ニ
タ
ラ
ス
」
と
、
同
じ
見
解
を
有
し
て

い
る
。本

書
は
東
朔
の
自
著
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
「
聞
見
録
』
で
は
知
り

得
な
か
っ
た
東
朔
の
人
間
像
を
浮
彫
に
し
う
る
、
貴
重
な
新
出
資

料
と
い
え
る
。
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）


